
特別支援学校等在校生 一般（それ以外の方）

基本対象者に該当しない
就労継続支援B型の利用希望者

本人 学校

必要であると判断
→横須賀市へ提出
(障害福祉課のケース
ワーカーへ事前連絡)
①意見書【資料3】
②申込書【資料4】

【前提となる要件】
１.不登校(30日以上)
２.新たな環境に慣れるまでに著しく時間がかか

る障害特性を有する（大声、こだわり、自傷
行為などの行動障害、 不調や不安が出る）

３.単独での通所ができるようになるまで１か月
以上の時間を要する

横須賀市

様々な状況にある本人長期間の状況把握

障害者
就業・生活
支援センター

【前提となる要件】
１.ひきこもり(半年以上) からの社会復帰
２.生活介護や地活等からの移行
（１年以上通所していた場合に限る）

３.新たな環境に慣れるまでに著しく時間がかか
る障害特性を有する（大声、こだわり、自傷
行為などの行動障害、 不調や不安が出る）

４. 単独での通所ができるようになるまで１か月
以上の時間を要する

横須賀市が必要性を検討学校が必要性を検討

横須賀市
必要であると判断
①確認書【資料2】作成
②申込書【資料4】受理

学校

障害者
就業・生活
支援センター

実施決定

横須賀市

障害者就業・生活支援センター

正式に実施決定連絡
書類の提出と実施依頼
①実施申込書【資料4】
②確認書等【資料2又は3】

連絡

連絡

書類審査

連絡
提出

連絡

本人
就労アセスメント
実施日程調整

就労アセスメント実施(障害者就業・生活支援センター)

障害者就業・生活支援センター

連絡
提出

横須賀市

就労アセスメント完了連絡
就労アセスメント結果票提出

連絡

本人

就労アセスメント結果
基本的には面談でお伝えする
(送付・電話もあり)

例外的な就労アセスメント実施の流れ【資料５】

学校での実習でアセス
メントを受けることが
基本となります。例外
的なアセスメントの前
提要件に該当し、実習
を受けることができな
い場合のみ意見書を提
出します。

書類審査

就労移行支援事業所での実習型の就労アセス
メントが基本です。本当に必要な方だけが、
障害者就業・生活支援センターでの例外的な
就労アセスメントの検討対象となります。

就労アセスメント結果をもとに
就労継続支援Ｂ型利用の可否を
お伝えする


